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弔ひの言葉
　拝啓，唐突乍ら拙書を呈し奉候．
　中村町三寸死去の報労は，吾々會員をして全く我が目を疑ぴ，我讃聲を疑
はしむる程の驚きと，言語に審し得ざる失望を感ぜしむるものに有之，殊に，
殆んど隻腕を失はれたるにも比すべき先生の三斜謄，拝察に籐り有り，何と
も御挨拶に窮する次第に御座候・
　小生京都在任の頃は，夜間毎夜天文憂に御邪魔仕り，種々御指導を受け候
びしが，小生如き盟なるフワンに聾してすら，懇切なる御指導に貴重なる時
聞を割愛せられ候事，今夏乍ら感銘深きもの有之候．
　今回の事，意外とも何とも申様無二三門ら，所謂「何が中村氏を死に導き
しか』は，期せずして氏の御死去に同情する者の騒裏を去來する虞，沈思歎
息を禁じ得す候．
　『天文學者も亦人聞なるに！』
　中村氏が，吉田町時代，ドームの下の作業室にベニガラに塗れ乍ら，籐念
もなく鏡を磨き，ピッチをこねられるを拝見し，小生は其献身的生活に最高
の奪敬を感じ乍らも，しばしば前掲の一語を胸の内に繰返し，而も目のあた
りに，氏のニコニコしたる温容を見ては，唯々驚異的尊敬を壌すのみに有之
し次第に御座候・前後の御事情は如何なるにせよ，小生は小生の視方を以て，
得易からざる天才が結ぶべくして結ばざりし，更に大なる實を惜しみ，暗涙
を禁じ得す候．唯，願はくは今後祉會一般が，小生の目下の心境を以て學者
を見てくれたならばと，それのみ心に：断りて，遙かに，：若くして逝きし中村
氏の二丁を干るものに有之候．
　氣儘なる言を長々と申述べ，御左右胡煩はし一事，幾重にも御詑申上候・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早　々
　　　九月十五日夜　　　　　　　　　　　　　　　天文同好丁丁　　佐　藤　八　鄭
　　山　本：一　清　襟　侍史
二伸　御事情相許し候はL“，天界十一刀號は『中村氏哀悼號』となされ度希望を有し候，
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　秋晴の好シ1ズンの折から，我等の師中村要氏の永久別なるを知り驚愕の
至りに御座候。．
　本日大乱の紙上に口を通ぼし居り候虞，はからずも右の如き報道に接し夢
か幻か當惑致し居り候・
　鳴呼天界の灌威中村要氏の死は惜しむべき悲しむべぎ至りに御座候，回顧
するに，氏は彗星課に，レンズ作製に，特殊の技巧を有せられ，殊に1932年は正
に彗星の豊年に，來るべき獅子座に，氏の活躍は天界に一大センセ1シヨンを
起さるS事と期待の的に致し居り候．あ曳今は遠く黄泉の人となられ申し候
　小生此虚に謹んで故中村氏の璽を弔し奉り候・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾道市　　片　山　稚　彦
　　　花1’ti天：文奎御中
　拝啓時下秋冷の候に御座候ところ先生には盆々御健康の事と拝察仕り候
小生長々御無沙汰仕り何とも申課の言葉も無之，李に御赦しの程を願上候．
倦て去る24日の大阪毎日新聞にて中村要氏の○○を伺ひ申候が，三二に御座
候や，否や，萬一にも事實とすれば誠にお氣の毒な事にて，賂來ある氏とし
て又先生にあらせられても眞に惜しき事と存じ候．小生としては種々御世話
に相成肥ひし人の事とて，一暦其感を深く致すべく候
　　　　　　　　　　　　　　　同好會：元観測部員橿原徳三鄭拝
　　　山　本　一　清　檬
　前略
　本朝新聞紙の報道にて中村要君急死の事を承り驚入りました．まことにお
しいことをしました．何とかこれ程にまで進まない中に方法や治療の道はな
かったであらうかと託り思ふて悲しくなります．
　とりあへす御見舞申述ます．
　　：九月二十六H　　　　　　水澤　山崎正光
　　　山　本　博士　机　下
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　Sept．26th　1932　　　　山本一清廻L　玉案下
　　　　　　　　　　　　　　　兵庫縣魚崎町東横屋　　井　　本　　　進
　秤啓
　廿五日の大阪短卜｛新聞の二野に依れば中村要檬には不慮：の手卸急死との事實
に驚きました．何度も繰返し讃み夢ではなV・かと疑った次第です．先生の日頃
の片腕とも云ふべき入．將來誠に有爲な秀才を失はれました事．御落謄の程如
何許りかと存上ます．中村様は去る三月拙宅へ御來訪の時．種々と御話しも伺
ひ近日花山へ御邪魔する様，申上げ居りましたのに，共後多忙の爲め伺へす，
途に最初にして最後の御別れとなった事，誠に遺憾此．ヒも無き事です．
　先は乍：失禮書中を以て御弔詞申述度　　頓首
　　lh　本　一　清　様
　拝啓
　近來御無沙汰致し・三二に打過ぎて厨ります．悪しからず御宥恕下さいませ．
新聞紙上にて承れば中村要三二逝去の山眞に哀悼の極みであります．
　二階なる入材を喪ふことの損失ニー然し中村さんを知る者の哀しみの情は
もっともっと大きく床刻である様に思ひます．
　はるかに哀悼の意を表します　　再拝
　　　昭和七年九月廿六H　　　　 山口にて　悪藤一郎
　　　　　　　　九刀二十六日　　　　　　島本徳三郎
　　　11．t本一清先生門下
　拝啓　先晩は御高教難有三下候
　中村要氏御永眠，驚愕の裡に相承，爲學界遺憾二丁，尊哀の御失望只々邦
察の至に奉存候．
　本日會葬，下敷御悔も申上度存居候庭，校務難差繰，乍遺憾，弔意を代人
に托し申し候．何れ拝顔萬縷御悔可置上候へ共，弓取敢卑情申述度，三二御
座候．　早々．
　拝啓　本日大阪短日紙上に，中村要先生が○○されたとの事が書v・て有り
ましたので，非常に驚き悲みました．謹みて哀悼の意を表します．
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　つきまして中村先生の近頃の御爲眞が有れば實費にて御わかち下さいませ
んか．
　　昭和七年九年二＋七日　　　大分縣速見郡杵築町上町　渡　邊　恒　夫
　　　花　由　天　：文　皇　殿
　拝啓　昨26日（京都ではその前日と思ひます）の大回に出た中村要町の悲報
は事實でありますか．
　氏を失ふ事は花山のみならす，日本否世界の大損失でありませう．
　毒筆ながらおうか璽い致します．
　　　　　　　　　　　　　　富山縣上新川郡新庄町　正本隆男
　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村氏作303號雫面所持者）
　　　山　本　一　清様
　中村要氏の言トを新聞で知り驚きました．惜しV・事をしました．哀悼の念に
堪へません．
　先生にも御力落しと存じます．まっは失禮のみ
　　　　　　　　　　　　　　　和歌山縣；有田郡金屋　　小槙孝二．郎
　　　11【本一清先生
　　　山　本　一　浩　様
　　　　　　　　　　　　　　　長野縣埴科郡東條村　　申　　選　　　登
　拝啓　中村様のことは何共申上様も御座ゐません．
　乍末筆御内室様おはじめ皆様へおよろしくお願申上ます．敬具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七・九・二七夜
　謹啓
　承りますれば申村要氏御逝去の趣誠に驚愕仕りました．先生初め花山諸賢
の御落謄と御愁傷を深く拝察致して居ります．只今までの御業績より推して
將來に於ける天文墨界への御寄與は定めて著しきものと，いつも深く期待を
以て氏を想ふて居りましたのに，未だ肝年にも満たざる年齢にて他界される
とは，申上げやうも無い遺憾であbます．
卜者或は事後あるときも，氏の如き天台の技術家は養っても容易に得られ
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ぬ人物かと存じます．途に御目にかNらす終ひとなりました小生ではありま
すが，衷心より昏冥輻を祈り，花山諸賢へ御辞を捧げる次第であります．不備
山　本一清様　　　　　　侍　骨 細　尻　正　英
　　天文同好曾御申
　中村要氏の悲報を紙上に拝見驚き入ると共に，その人を惜しむ情に不堪候．
精力絶倫，創造に富まれたる氏が早世に封し千萬無量の感に打たれ候．
　同氏が吾が國天文界に止まらす，世界的に進出活躍せられたる功績は偉大
なものと存じ候．
　殊に天文同好會のために霊され，以て小生等を教導せられし事を牢記致し
候．同齢の死は正に天文界の一明星を失ひたるものと存じ候．
　痛歎おく能はざるもの之れあり候．萢に誠心弔意を表し度申上候　　勾々
　　　九月二十八日　　　　　　　天女同好諸員　　津　田　雅　之
　山本先生
　中村先生が二十四日置永眠遊ぱされた趣，御計音（課通信）に接し驚きまし
fc．實に哀しい出忌事です．御存生中，二度御會ひ致しました．
　先日會議の時お會ひ致しましたが，至極御健康の檬御見受中し御病氣の御
事も一向存じ申さす，御命数なき御事とは申しながら御不幸の至で御座い
ます．
　略儀ながら葉書を以って御弔詞まで　敬具
　　　19321×29　　　　　京都府輻知山町東長　佐々木幽二
　去る26日同級の者より大毎に中村さんが逝くなられたとの記事が出てみた
と聞きましたので，眞備の程をうたがって見ましたが，新聞を見るに及びやつ
ばり記事を信ぜざるを得ませんでした．そこに今日荒木氏より課通信を受取
り愈々確實になりました次第，つv・此前親しく御話し申して實に元氣な快活
な方だなと思ってみた人が今はすでに示しくなられたかと思ひますと，何と
も云ぺない淋しさです．
orOS ?
　殊に花山の方々には，何事も手につかす御悲しみの事かと御察しし申上げ
ます．
　若くして天才的の頭鵬を持って居られた中村さんを私共は心からしたって
ゐました・そして將來必す世界の天文學界に一歩先んする人に蓮いないと，
ひそかに期待してゐましたのですが，實に天の無常をうらみます．
　得難き人を失はれた先生の御心中を御察し申し，はるかに哀悼の意を表す
る次第です．
　　　　　　九月二十九日　　　　　　坂元鐡馬
　　　山本先∠ヒへ
繍農瀦欝麟『3、：・「癌
　侮こSに去る八刀石山での會議
の折，大津藤井天文藁にて撮影致
しました未獲表の早昼があります
ので，中村氏記念號に御掲載下さ
れば幸ひです．
　＋一月二日
　　　　　　輻岡　坂本門馬
天丈同好會御中
右より　中村，山本，小山，一葉，
廣瀬，荒木，藤井，山田の諸氏
　拝啓久しく御無沙汰致しまして誠に相並みません．昨秋小生蹄神の節は
不敏の爲御挨拶も不測，甚だ剛直致しました．何卒御自選下さいませ．
　懐しい皆檬の御動静はいつも中村先生御出聯の折承って居り，蔭乍ら御幸
細を所って居りました．然るに中村先生には先日急になくなられた由，昨日
知人よりの來信にて初めて知りました．つい先日，十一日には須磨にて親しく
御話しN合った程ですので，一・時は寸寸自失致しました．ホントウに惜しv・方
?
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を亡く致しました．天文蚕の皆様の御嘆きの程さこそとお察し申上げます。
　　　九月二十九日　　紳戸市長田明泉寺1］3の5　古川庄次郎
　花ik天十三御一同様
　　　山本一清先生
　拝啓
　御無沙汰致しております．さて突然ながら此度は三二要氏には思てもっか
ぬ大攣な事になりまして先生には御力落しの事と拝察致します．
　新聞の記事を見まして蓬然自失してみる次第でございます．
　早速御悔み申上る筈でござV・ましたが御多忙の御事と思ひまして．
　中村氏邸には南支部の名で弔電を獲しておきました．
　いつも花山を訪れました節は人一倍御世話になっておりましたので何と云
って御悔み申上げてよいか分りません．未だ花山へ行けばあの温顔に接する
事が出回る様に思はれてなりません．
　二二で二二致しました．i遷ればせながら御悔み申上ます．敬具
　　　昭和七年九月廿九日
　　　　　天文同好曾大阪南支部　大阪市南厘南炭屋町三十一番地　伊達英太鄭
　　天目同好會御中
新聞紙上にて蕾ならぬ御報あり驚愕愁傷の至りに存じ候
中村恩師の天界に書されし偉：大なる功績を忍、びて深く哀悼の意を表し候
　　　＋　月　二　日　　　　　　　　　　　　　　森　　正　次
　　山　本　先　生
中村さんの御逝去只々驚愕の外御座無，謹で哀悼の意を表し申上げ候
先生初め皆様御一統の御心中御察し申上様も御座なく候
二三日三三不在失禮仕り候　　敬具
　　　単刀三日　　　　　　　　三澤勝衛
　　山　本　先　生
子に大弓なことになりました．誠に何と申上げてよいか分りません．私と
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しましても薄歯自失の有様であ1）まして，漸く中村さんがほんとに亡くなら
れたのだと思ふ様になりました．日本の寳を失ったことは言はすもがな，天
文墓として，叉先生御自身として如何許り御失念の事と拝察致します．誠に
妬んでも惜しみきれない事であります．又特別に親レくして戴V・た私としま
しても淺念さと，邉憶で胸がつまる思ひです．色々の後始末と整理とで御繁
忙の事と存じます．違く離れて御助力の出來ないのを遺憾に思ひます．
　何れ追悼號でも出される事と思ひますが，其時は思ひ出でも書かせて戴払
うと思って居ます．
　色々と一方ならぬお世話になり乍ら，其の御恩も返さないうちに他界せら
れて，どう考へても淺念でたまりません．運命の籐りのいたづらに怖ろしくな
ります．
　減りの高きで，どうしてよいか思ひ惑って，御三欣さへも差上げなかった
事を深くお詑び致します．
　　　十刀五日　　　　　　　　古畑正秋
　前略，中村要氏御他界の由を同好會員から通知を受け驚きました。只今入
手した大阪天文研究高遠で同氏が八月以來病氣のため自宅tc御引籠り中であ
った事も始めて承知した様な次第て，突如計音に接する事は全く小生も夢の
様です．此前三二爲の人材を失った事は我學界の爲に悲痛哀惜の情に堪えま
せぬ．顧れば大正九年先生が人材盗用の高き見地から同氏を引連れて各地に
天文思想普及のため御遊説になった折，偶々，御入信の事あり，信濃教育會主
催の講演會があった時，初めて中村氏の名を知ったのでありました・縦來同氏
の熱意ある研究は漸次報ぴられて先生の御指導を始め學界諸氏の御協力と相
倹って我國天文民衆化の今日ある盛大を致した事と存じます．多年同氏の研
究を御指導になった先生の御愁嘆は如何ばかりかと謹んで御悔み申上げま
す・小生は，先生の御外遊中，同氏と私信の交換を始め，同氏により啓：獲せ
られた瓢は多大であります．以來十年，昨年七月始めて中村氏と面話する機
會を得たのであります．十月號のL天界■（昨年十二月十日寄稿）にある『地上
の彗星」一十は中村要氏の事であります．
?
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　中に書いた事柄は同氏と小生の封話です・事實は昨年七月十七日午後八時
來宅當夜一泊されました・爾三日滞在せられる椋勧めたのですが，當時天文
墓に手の離されぬ仕：事がある由で，心急がるNがまSに名残を憾みつX，翌
十八日蹄洛に向はれました．これが永遠の御別れにならうとは！
　番兵が同氏と親しく語った最初でもあり，叉最終になったのです．L地上の
彗星「は小生として永く同氏を追憶する思ひ出の記となりました・
　同氏の私信はag一一一信から最終のもの迄悉く保存整理してありますから何れ’
同氏の追悼號等の御山劃でもありましたならば小生からも拙ib・一一文を璽剛に
捧げたいと思ぴます．墓員各位へも先生から宜敷御冠聲願上げます．
　爾中村氏の御遺族に介しても先生から然る可く御若向の程御願ひ申上げま
す．右謹んで御悔み申述べます．
　　　　　昭和七年十月大日　　　　　　　　　宮島著幽郡
　　　山　本一清様
　前略去る九月24日朝中村要氏が死去せられた撫新聞に出てみるのを見て，
私は非常な驚きと失望を感じました．あの偉大な盟躯と霊きなV・精力と鋭い
眼を以て，クックの三十糎のド1ムの中で活躍して居られる中村先生の事を
いつも思ひ，又日本のカルバ1としての大成を確信して居た私は全く本當と
は思はれんでした．然し爲上金載って逸聞に出て晦ましたから事實でせう，
　先生の御生前直接お會ひした島々は去る昭和五年五月始め恵藤先生が花山
に行って居られました際，偶然私も参りましたあの時一回切りです。然し手
紙なり著書なりを通じて私の受けた恩患は非常に大きいものであります．殊
に先生に作って戴いた十三糎反射鏡は私の最も良い友達として．私を星に親
しませ，天に近づけて当れます．
　俄かの御死去の報に感慨に耐へす，直ちに中村北氏追悼の天艦槻測會を師
範學校寄宿舎生を町議として十fi　一日，一七日を期して行ひました．
　絶好の良天氣に恵まれ回想の盛會でありました．先生も喜んで下さった事
と喜んでゐます．
　當日會費一人一銭を同情ある方から戴きました．集まりましたお金は’誠に
512 ?
僅かですけれども中村先生の御璽目llにお供へして戴きたいと思ひますので御
逸り致します．
　これは中村氏宅へ直接御逡附致す筈でございますが御所を存じませんので
甚だ挿みませんが，お届け一Fされば甚だ仕合せです．
　　　　　十月十五日　　山口縣師範學校專攻科　今　井　 溝
　　　山　本　先　生
　7年9月28日
　　　　山本先生侍史
　拝啓先日はおはがき頂き，難有御座いました・干時中村氏が突然攣死せら
れ實に驚き入りました．一罐どうした事でせう？當方は大阪朝日薪聞だもの
ですから昨日迄も知りませんでしたが，大阪毎日新聞讃者の知入より昨日知
らせ’回れ，漸く知b得た次第です・何といふ不旧事が出來たでせう！御病氣は
齪親で夫れが爲め身愕豊がつかれるとか申越され居りました．病氣とは思ぴま
せすに居りましたが，新聞では神脛衰弱悲観云々とありまして，一一wa驚いた次
第であります．實に日本の國寳をなくした事となり，御藁の爲め叉日本天文
界の爲め，眞に大なる損失となりました事を實に遺憾に堪へられません．先
生におかせられましても嚥ぞ非常なる御愁傷御力落しの事とお察し申上ます
不取敢昨日弔電申上お琴ました次第で御座います・（下略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大坪雄太郎
　拝啓
　申村氏の書信百歩十通及爲眞スケッチ等可也澤山有之，今回の中村氏の爲
めの特輯十二月號に相當選揮，多数御迭附可仕考に有之候庭，俄かに嫁所な
き差支出來，昨日來當米子に参り居申叩網め，御労り申上る事出來ざる事を，
實に遺憾に存じ候．何れ，今後機を得，御透り申十度と存じ居り申候．不取
敢右迄申上げ候．三々
　　　　　十一月四日　　　　　　米子にて　大蜂雄太朗
　　　天仁同好會編輯部御中
?
or　13
　拝啓秋冷の候愈々御壷鮮の事と存じます．
　楮，去る六日日曜日に皇女山本先生を御中心に東京支部の懇話會が五藤様
の所に御在居ましたので小生も出席致しましたのですが，其際先生より中村
氏の亡くなられた様子及び，生前今日までの御忌圖の有様を曲譜して戴きま
した．誠に小生も何とも云はれぬ面持にて拝聴致しました．中村氏には小生
ダ 》建薩
?
?、?
　　　　　　し　　　じ　ぎ癒「闘ド
? 欄畷1
　1929．10．14．花山大ド1ム前昌テ
　　臨本，内田，中村氏，小生
が，機械類も皆整って居ました．最後に大ド1ム内を御設明して戴いており
ます時に，中村要様が御見えになり，大望遠鏡や叉其の使用法等量設隷下さ
いまして後，中村様の研究室に御案内下さいまして反射鏡の製作法鏡のフ1
コ1試験法，不面鏡の試験法等御階明下さいましたが，誠に容易に，幼稚なる
私達にも理解出來ます様に愉快に御璽北下さいましたので本當に有難ふ御座
居ました．遡れから屋上にて，色々と方々の景色や天文の御話を御聞せして
戴き，修學星行申とて時間に限りが在りますので，軽きぬ名淺を惜みつN中
村様と御一緒に爲眞を篇させて戴きましで，花山を去りました．
　もうあの時より満三年にもなりますが，未だに私のH艮前にはいつでも中村
様と思ふと直ぐにあの時の御優しい笑顔の御字で御説明して居られる顔形が幽
も大分前に一度御會ひ致しましたので，
なほさら感概無量で在りました．それ
で御會ひ致しました時の記事と篇眞を
御逸り致そうと思ひました，何とぞよ
ろしく．
　昭和四年十月十四日目私は恰度東京
府立化撃工業開校の五年lcて修學早行
にて京都に参りましたF！であります．
　前持って，學校より天文壼の方へ通
知して戴いてましたので，早速星好き
の友人と共に三人にて花山に向ひ・まし
た．天文皇に着きますと直ぐva・一一人の
方が丁寧に御案内して下さいました．
まだ出來たばかりの時でありました
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浮んで参ります・それで私にはどうしても中村様が亡くなられたとは思はれ
ないのです．
　　　　昭和七年十一月八日
　　　東亜天文1協會御申
西田太＝郎
　謹啓
　秋冷之砺，層々御清適被渉候段，恐撹至奉存候．陳者先般御門下中村要先
生御他界遊ぱされ，定めし御愁傷之御事と恐察奉候．陳者，當時，小生儀，療
養の爲伊豆にあクて，御開周にも罷出事相叶ナ，誠に御無禮の段，李に御海
容の程奉願上候．靱て，小生事故人より一方ならぬ御殊遇を蒙り居りたる者
に付，計報を紙上にて知るや，只・賊撚自国候．氏の前に氏なG氏の後に
氏なかるべく，實に，京大の大々的御損失に止らす，皇国學界の大損失に有
之，光血球の互星地に墜ち，叉光明を仰ぐ能はざるの感有之候．
　（中略）　先は，略儀にて，恐れ乍ら書中を以て，右回報告申上度，斯如御
座候．恐倥謹言．
　　　　＋一月八日夜　　　　　　　射場保昭拝
　　　山本塞長先渡御座下
べJレリン言｝算：局コツ博士よリ
　　　　　　　　　　　　　Berlin－Dahlem，　den　3．　November．
　　　Dear　Prof一　Yamamoto，
　　　　1　hear　from　your　latter　of　October　7，　i　g32，　that　liVlr．
IK．　Na｝s’amura　died　on　September　2．4．　We　re．crret　mostly　thi　s　loss
of　your　Observatory　and　of　our　science．　XVe　regret　especially　the
ユoss　of　such　an　able　observer　as　M：r．　Nakamura　was．
　　　　But　we　thanl〈　you　also　for　your　announcernent，　that　the
work　will　be　contlnued　by　M．　lnaba．
　　　　　　　　　　　　　　　Yours　very　truiy，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Si．crned）　A　1〈opff．
